ILAE

N =z, BICEDEET YRR POELWEFIEADZE W S
b0 9, FHomMoRIIHERESHFERErH), RLEoFx) X MEEPH
WHREEL, POFLEATH S,

NI —D|EINE, BAABEBHOEL SIZL EF 5 RV, FAAEED 7
Y=Y aRWHET A VIERDWIEL, DAV EITLIES HET %,

HIROWNEEETH /N> ) —13, L OEEEHREZ#ET 5, LYo A1
NETE, BEREIDIZY Y F4F, Vv—<=7, LLVET, zaT7F7, A
ORZ7, F—AM)TERIZTORHZ D, LFE LD S RRILVE LI
970 NT ED IR L, BEWTSE, 1Ly, R HEEDPEATH L. EHED
E % & 20044F 1WA (EBU) IS L7222 bH Y, EUBE L OFFEGR
e CAZHEV,

COEI BNy =12, MROBHBUAERPBINIZe NNy - ¥ ML
ZOANTHS, METIE, HARLEL L LIXLIEATEPEISKRDL 20, FUN
UIWHE, B MUDMANGE D T LIl b 19634 T FRA NIRRT W
THTHAE LA VN IE, Ky E MESS - Ot ETEROFEEMEE LTH
ZEIY, AT L CL04E R VIR OB EMICH o TODE TH
T5ZELBHo/N20I0FEITR YIRS, ERIGELL ISD N 7)) =128
WTHENZRY Hitld T &7z,

RENRFIUNNGERT HD1E, oy 7)) —fiEhs, EUTEA LSRN
HRETH AMEOBE, FEOFRE V- MEISER LT 72056 Th b,

TNy OREEA EU OfMfEIZIRS L CRETH S 2 Lk, I—avyten
YY) —EEMETLEFERBIRTFE LI o T EbIEMINL LA
Ehrolzs TNEEHITHDONEDIE, €9 LBEN ERIN LSS S EU
YN TE RS2V FETH D,

NI =) EOBTIICOWTHE TN DS, TR RICERLBT

i



TLONFEENCEE B ANADBIETH D, 19565EDN F ) —Hdyid, LB
LR L EOERICH DV UL MERANOMI LR EFER L7 TTHo 72,
WA YDANAZRF—A M) TICETE SR IT -0y - Er =y 7iE, »
PHN)=THolemb I FAERLI-THS ) AN R HRETH -7z, [HEM
M oEE L CREICRFMZERICBITLZ0L, 2L, HHEE8T 2
WETHo723 — 0 v /S AHELWIER CMAZ RO -0, i Hean 77
)—=THo7

COLE)BANADOBIFL, FHEFED L) BB THIEL, €L TERELTY
BHDIED ) Do

FFIINFET, EUDEBPREOHMAR I — 1 v 7 RICTO AERED
DN eBES L LI ERINTE ., 2O—HT, EUIZIRET 5E4
DEIERIEEDORFEL T + v F ¥ —=THo72blF Tlde e NI ) —I1ZDon
THZOFNTIE WD, ZNTOFEDO A4 OB, 1TLAEHICEZD
SRLE ShOorE TV,



	はしがき
	序　章　EU の中の権威主義国家・ハンガリー
	本書の目的
	ハンガリーとEU
	オルバン登場とハンガリーの権威主義化
	権威主義化の要因
	価値の共同体としてのEU
	本書の構成

	コラム　若き日のオルバン
	第Ⅰ部　オルバン政権下のハンガリーとEU 対応の様相
	第1章　権威主義化するハンガリーとEU の困惑
	1 　EU による対応の手段
	予防手続きと権利停止手続き（EU 条約第7 条）
	義務不履行手続き（EU 運営条約第258条～第260条）
	その他の手段
	2 　EU 機関の初動
	オルバン施政の問題性
	欧州議会の初動─非拘束的決議による警告
	欧州委員会の初動─義務不履行手続きへの着手
	理事会の初動─欧州委員会への名指しなき要請
	3 　欧州委員会による法の支配枠組みの導入
	法の支配枠組みの概略
	欧州委員会の打算としての法の支配枠組み
	理事会と法の支配枠組み

	第2章　背景としてのEU 党派政治
	1 　EU における党派政治の形成
	2 　対オーストリア外交制裁と2010年代のEU
	外交制裁と党派政治の論理
	オーストリアからハンガリー，ポーランドへ
	3 　フィデスと欧州人民党
	EU による対応の停滞
	欧州人民党の影響力
	欧州人民党幹部の擁護
	4 　ポーランドとEU
	「法と正義」の再登場
	法の支配枠組みの運用から予防手続きの着手へ
	ハンガリーとの比較
	5 　ヨーロッパの党派政治とポーランド「法と正義」
	欧州保守改革党の加入政党としての「法と正義」
	「法と正義」の劣勢

	第3章　欧州議会によるハンガリー対応の虚実
	1 　歴史的な決議としての2018年9 月12日決議
	2 　ハンガリーにおける問題の深刻化
	「さあブリュッセルを阻止しよう」
	2017年5 月決議の採択
	3 　欧州人民党の変化
	痺れを切らす党幹部
	採択へのハードル
	4 　規範的な反応？
	欧州人民党ベーバー副党首の野心
	国家間対立との連動


	第Ⅱ部　オルバン権力とヨーロッパ価値共同体の動揺
	第4章　欧州人民党とフィデス
	1 　EU による対応の停滞と欧州政党
	2 　欧州人民党による加入資格停止処分
	3 　処分の含意
	4 　フィデス除名への欧州人民党の躊躇
	躊躇の要因
	欧州議会会派におけるフィデスの処遇
	5 　フィデスの欧州人民党残留
	選択肢としての残留
	キリスト教民主主義への固執─相思相愛から共依存へ
	6 　欧州人民党の混迷
	ハンガリー問題の閉塞
	欧州人民党評価委員会の機能麻痺

	第5章　新型コロナウイルス対策とオルバンの権力強化
	1 　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）とハンガリーの政治体制
	2 　ハンガリーのコロナ対策立法
	ハンガリーの緊急事態宣言と対策法案の提出
	ハンガリー議会による対策法の採択
	3 　対策立法へのヨーロッパ的反応
	他の加盟国─抑制的な批判
	理事会と欧州理事会─ほぼ無反応
	欧州委員会─期待外れの対応⑴
	欧州議会─期待外れの対応⑵
	4 　ハンガリー政府の応答と様相
	対策法制定後のフィデス
	危険事態から医療緊急事態へ

	第6章　EU における財政枠組みの成立と法の支配
	1 　多年次財政枠組みと法の支配コンディショナリティ
	2 　欧州委員会のコンディショナリティ提案
	提案の概要
	ハンガリーとポーランドの反対
	3 　「次世代のEU」の浮上と代替策の模索
	欧州議会と理事会の基本合意
	代替策の模索
	4 　欧州理事会における2020年12月の妥協
	妥協の成立と概要
	妥協の評価─素晴らしい成果か，余分なものか
	コンディショナリティ規則への着手をめぐって


	第Ⅲ部　オルバン政権の対外政策
	第7章　全方位均衡としての対中国関係
	1 　オルバンの機会主義
	2 　EU・中国関係の展開とハンガリー
	3 　EU・中国間対立とハンガリー
	4 　オルバンの動機
	経済の活性化
	個人的利益
	第三国・中国による均衡

	第8章　EU の対ロシア制裁とオルバンの戦略
	1 　EU とロシア，そしてハンガリー
	2 　EU・ロシア関係の中のオルバン政権
	3 　ウクライナ侵攻後のハンガリー
	4 　ベラルーシ化するハンガリー？
	5 　全方位均衡としての対ロシア関係


	終　章　EU による対応の失敗
	権威主義化を抑止できなかったEU
	なぜ失敗したのか
	栄養剤としてのEU
	オルバン5 選とこれから

	巻末資料
	参考文献
	初出一覧
	あとがき
	人名索引
	事項索引



